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問題１［25点］ 

(1.1)   

 

     

(1.2)   

 

問題２［15点］ 

(2.1)   

(2.2)  反応速度=k[tert-butyl bromide]  

反応速度=k[tert-butyl bromide]  

 

（2.3） 

反応は遅くなる．中間体であるカルボカチオンは極性溶媒で安定化される． 

水とアセトンを比較すると、水の極性が高く、アセトンが低いため。反応は遅くなる． 

 

問題３ ［10 点］ 

（3.1） 

平衡は右に傾く．p 位に結合する官能基によって、カルボン酸の pKa。電離度は変化する．π

電子吸引性の化合物の pKa がより小さい。pKa の小さい、４－アセチル安息香酸の方が電離

した構造が安定である。 

(3.2) 

安定なカルボカチオンが生成するように転移反応を伴った付加反応が進行する。 

中間体として先ず、2 級のカルボカチオンが生成するが、より安定な３級のカルボカチオンが

転移反応によって生成した上で、生成物が得られる。 

 


